
＜News Release＞ 令和元年５月２４日

「令和」最初のあじさい鑑賞は”江の島”で！
湘南モノレール『令和元年 江の島あじさい号』 、

６月１日（土）より運行。

湘南モノレール（本社：神奈川県鎌倉市、代表取締役社長：尾渡英生）は、令和元年６月１日（土）より、湘南
モノレール『令和元年 江の島あじさい号』を運行いたします。

湘南モノレールの沿線湘南江の島駅より徒歩約１８分の江の島島内にある日本三大弁天の江島神社の中
津宮、奥津宮にはあじさいが多く植えられており、島内でも数多くのあじさいが咲いていることから、あじさい
を多くの方に楽しんでいただくことを目的に、『令和元年 江の島あじさい号』を運行することといたしました。

また、湘南モノレール大船駅及び湘南江の島駅では、ご利用のお客様に季節感をお楽しみいただくことを
目的に、鎌倉と湘南地区を中心に活動している、自生あじさい愛好家の団体・鎌倉アジサイ同好会の協力
のもと、自生あじさいと、あじさい写真の展示をいたします。

江の島の他にも沿線には多くのあじさいが咲いております。あじさいに纏わるプレゼントがもらえる「フォロー
＆いいね！Instagram プレゼントキャンペーン」も実施いたしますので、新時代「令和」最初のあじさい鑑賞
は、カメラ片手にぜひ江の島へ、湘南モノレールでお出かけください。

湘南モノレール 『令和元年 江の島あじさい号』概要

運行期間 令和元年６月１日（土）から６月３０日（日）
※掲出期間中、点検、整備等で運行できない場合がございます。

実施内容 ①５６０３編成湘南ブルーラインに『令和元年 江の島あじさい号』専用ヘッドマークを
装着し運行いたします。

『令和元年 江の島あじさい号』ポスター

『令和元年 江の島あじさい号』
ヘッドマーク

『令和元年 江の島あじさい号』
※イメージ
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応募期間 令和元年６月１日（土）〜６月３０日（日）まで

【本リリースに関するお問い合わせ・ご取材依頼】
湘南モノレール株式会社 広報課 担当／石川

〒248-0022 神奈川県鎌倉市常盤18番地 TEL：0467-45-3181 FAX：0467-44-5799
E-mail：ikuyo_ishikawa@shonan-monorail.co.jp

公式ホームページ： http://www.shonan-monorail.co.jp/

実施内容 期間中、インスタグラムにて ＠ shonanmonorail_officialをフォローし、「帆前掛け」の
投稿にいいね！してくれた方から抽選で1名様に、モデル・タレントとしても活躍して
いるデザイナーのマリエさんが檑亭のあじさいで草木染めをしてデザインした檑亭
の「帆前掛け」をプレゼントいたします。

鎌倉アジサイ同好会『日本の自生アジサイ』展示概要

フォロー＆いいね！Instagram	プレゼントキャンペーン
アーティストのマリエさん制作 鎌倉山 檑亭のあじさいで染めた「帆前掛け」プレゼント

展示期間 令和元年５月１３日（月）〜６月３０日（日）まで

※期間中、展示品の入れ替えあり

展示場所 湘南モノレール大船駅改札前 及び 湘南江の島駅構内

『日本の自生あじさい』 写真展 展示概要

展示期間 令和元年６月１日（土）〜６月３０日（日）まで

展示場所 湘南モノレール大船駅構内ホームギャラリー

展示内容

展示内容 鎌倉アジサイ同好会は、自生あじさいの愛好家団体。全国に
１０００種以上あるとされる自生あじさいのうち、同好会員が丹
精込めて育てた選りすぐりのあじさいを展示いたします。

自生あじさいの一例

鎌倉アジサイ同好会様のご協力のもと日本各地で
自生している「日本の自生あじさい」の写真を展示
いたします。

アーティストのマリエさんがデザイン！
檑亭の帆前掛けを1名様に
檑亭の庭園に咲くあじさいでマリエさんが草木染めしデザ
インした、風情ある帆前掛け。10月末頃まで庭内で開催し
ている“鎌倉山ビアガーデン”では店員さんが着用している
姿も見られます。限定100枚の中の1枚を特別にプレゼント。

※当選者にのみInstagramのダイレクトメッセージで
ご連絡いたします。

鎌倉山檑亭さんのお話

帆前掛け打合せ経緯：「あじさいは花が終わると大量に剪定をしなくてはなりませんがあじさいは毒を持つの
で花も葉も料理の皆敷（料理や器の下に敷かれる葉っぱなど）には使えません。とアーティストのマリエさん
に話したら草木染めの染料として使ってみたらいかがですかとご提案頂きこの帆前掛けが出来上がりました。

マリエさんに帆前掛けの製作を依頼した理由：マリエさんがデザイナーを務める自身のブランド
「PASCAL	MARIE	DESMARAIS」はサスティナブルな物作りをされており、「檑亭」のコンセプトと似ている
と感じ、50周年の記念品でもある帆前掛けの制作をお願いしました。


